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徳

一
教
学

へ
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疑
義

-

『
止
観
論
』
を
中
心
と
し
て
-

淺

田

正

博

最
澄

と
徳

一
と

の
間

に
は
弘
仁
五

・
六
年
頃
よ
り
数
次
に
わ
た

つ
て

一
・
三

権
実
論
争

が
展
開
さ
れ
た
こ
と
は
あ
ま
り
に
も
有
名
で
あ

る
。
そ
こ
で
今

日
に

お
け
る
徳

一
教
学

の
評
価
は
、

最
澄
に
論
戦
を
い
ど
み
、
十
七
部
七
十
余
巻

の

著
作
が
あ

つ
た
と
い
う
事
由
に
よ
り
、

最
澄
と
同
等
、

も
し
く
は
そ
れ
以
上

の

教
学
大
系
を
有
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ

て
い
る
よ
う

で
あ
る
。

し
か
る
に
小
論

で
は
、

徳

一
の

『
止
観
論
』
を
研
究
す
る

こ
と
に
よ

つ
て
、
従
来
の
徳

一
に
対

す
る
評
価

に
疑
義
を
提
示
す
る
も

の
で
あ
る
。

ま
ず

『
止
観
論
』
な
る
名
称
で
あ
る
が
、

こ
れ
は
田
村
晃
祐
氏
に
よ
り
名
づ

け
ら
れ
た
仮
題

(
『
伝
教
大
師
研
究
』
所
収

「
徳

一
著
作

考
」
七

八

二
頁
)

で

あ
り
、

本
題

に
よ

る
著
作
は
実
在

し
な
い
。
周
知

の
と
お
り
最
澄

の

『
守
護

国

界
章
』

は
徳

一
の

『
中
辺
義
鏡
』
(現

存
せ
ず
)
に
対

す
る
反
論
で
あ
る
。
故

に

『
守
護
章
』

の
中
に
は

『
中
辺
義
鏡
』

の
引

文
が
頻
出
す
る

の
で
、
あ

る
程
度

ま
で

『
中
辺
義
鏡
』
を
復
元
可
能

に
し
て
い
る
。
小
論

に
お
け
る

『
止
観
論
』

と
は
、

こ
の

『
中
辺
義
鏡
』

所
述

の

「
止
観
」

に
関
す

る
徳

一
自
身
に
よ
る
所

信
表
明
部
分
を
指

す
わ
け

で
あ

る
。

と
こ
ろ
で
最
澄

は

『
守
護
章

』
の
中
に
は

『
中
辺
義
鏡
』

の
長
文
引
用
を
極

力
さ
け

て
い
る
が

『
止
観
論
』

の
部
分

の
み

は

「
大
小
交
雑

の
難

」
と
題
し
て
全

文

(全
集
本

に
て
四
〇
頁
)

引
用
し
て

い

る
。

そ
の
最
澄

の
前

文
に

ノ

ス

 
ヘ

ニ

 

シ

ス

 

ハ

ノ

所
レ示
止
観
不
レ堪
二帰
修
殉
大
小
紛
絞
次
第
雑
乱
。
初
分
二
十
紙
多
分
小
乗

ハ

 
ノ
 
ナ
リ

 
ナ
リ
 

ス

ニ
 
ス

ニ 
テ

行
。
後
分
五
紙
余
多
分
菩
薩
行
。
交
雑
之
失
段
段
無
数
。
非
レ禅
非
レ定
都
無
二

次
第
殉
(伝
教
大
師
全
集
二
、
三
一
〇
)

と
あ
り
、
つ
づ
い
て

セ
テ
 
ノ

 
ニ

ス

 ヲ

 
レ
ハ
 
ニ
 
ニ
 
シ
テ
 
サ
ソ
ト

ク
 
ス

 
レ
バ
 
ニ 
ラ
ソ
ト
 
ニ
 
サ

任
二
自
智
臆

一分
二別
聖
教
幻
為
二
将
具
写

示

一多
数
空
損
。
為
三
當
不
二
具
写

一

ク

ヲ

 
ニ
 

サ
ン
カ

ヲ

ツ

ヲ

 
ニ
 
シ

 
ノ
 
ヲ

 

シ
テ
 
ム

後
学
懐
レ
疑
。

為
レ
示
二
邪
分
別

一捨
三

一十
余
紙
叩
具
写
二
止
観
文

一略
破

停
レ

ヲ

ノ

レ

フ
コ
ト
 
ノ
 
ナ
ル
コ
ト

悪
。

披
覧
学
生
勿

レ嫌
二
巻
大

一
也
。

(
伝
全
集
二
、

三

一
〇
)

『
止
観
論
』
全
文
引
用

の
理
由
を
述

べ
て
い
る
。

こ
れ
ら

は
非
常
に
手
厳

し
い

批
判

で
あ

る
が
、

実
に
当
を
得

た
論
評

で
あ

る
こ
と
が
論

の
内
容
調
査
に
よ
り

次
第

に
明
確
化
し
て
き
た
。
よ

つ
て
そ
の
原
由

の
考
察
を
進
め
て
み
た

い
と
思

う
。さ
て
本
論

の
構
成
は
大
別

し
て
三
門

か
ら
成

立
し
て
い
る
。
第

一
門

は

「
説

止
」

で

「
止
」

に
関
す
る
論
述

を
六
部

に
区
分

し
て
示

さ
れ

て
い
る
。
第

二
門

は

「辮

観
」

で
四
部
分
か
ら

「
観
」
を
弁

じ
て

い
る
。

ま
た
第
三
門
で
は

「
止

観
合
説
」
と
題

し

「
止
」
と

「観

」
を
あ
わ
せ
説
い
て
十
四
に
分
説
さ
れ
て
い

る
。

と
こ
ろ
で
論
全
体
を
通
じ

て
出
典

の
明
記
は
三
カ
所

の
み
で
あ
る
。
最
初

は
第

一
門
第

五
の
七
作
意
相
摂

の
文
中

に

「故
喩
伽

云
」

と
あ
り
、

つ
づ
く
第

六
辮
異

名
に

「
釈
論
解
云
」

と
記
し
、
第

三
門
第

四
明
止
観
作
意

に
は

「
如
喩

伽
三
十
四
説
」

と
あ
る
。

よ

つ
て
本
論
は

『
喩

伽
論

』

の
影
響
下
に
撰
せ
ら
れ

た
と
、

容
易
に
想
像
が

つ
く
。

と
こ
ろ
が
実

際
に
両
論
を
対
校

さ
せ
れ
ば
出
典

明
記
部
分
は
当
然
な
が
ら
、

そ
れ
以
外

の
ほ
ぼ
全
文
に
わ
た

つ
て
も
両
者
が
合

致
す
る

の
で
あ

る
。
要
す
る
に

『
止
観
論
』
は

『
喩

伽
論
』
を

ハ
サ
ミ
と

ノ
リ

で

つ
ぎ
は
ぎ
し
た
書

で
あ
る
と
さ
え
考
え
う
る
程

で
あ
る
。

今
紙
数

の
都
合
に

よ
り
両
論
を
対

照
で
き
ず
に
残
念

で
あ
る
が
、

そ

の

一
好
例
を
示
す

こ
と
に
し

よ
う
。

第
三
門
第
三
辮
止
観
障

に
お
け
る
二
十
種

の
障
を
列
挙
す
る
中

の
第
十
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五
番
に
、
ニ
ハ

ド
モ

シ
ト
 

モ

リ
 

ス
ル
ノ
 

ノ
 

ヲ
 

ト
ハ

十
五

錐
レ
無
二
此
失

一然
有
下
受

二用

五
失
相
応
臥
具

一過
失
加
五
失
相
応
臥
具

ニ

 
ル

シ
 

ニ

ニ

 
ク

応
レ
知
如

二声
聞
地
當
マ
説
。

(伝
全
集

二
、
三
二
八
)

と
あ
る
。

こ
の
文
中

の

「声

聞
地
」

は
何
を
示
し
て

い
る

の
か
定
か
で
な
い
。

し
か
る

に
こ
の
部
分
を

『喩
伽
論
』
に
求
め

て
み
る
と
、

巻

二
十
本
地
分
中
修

所
成
地

第
十
二
の

一
文
と
合
致

し
、
し
か
も
そ
れ
に
よ
る
と
、
「
五
失

相
応
臥
具
」

と
は

「
修
所
成
地
」

の
次
に
説
く

「
声
聞
地
第
十

三
」

に
詳
説
し
て
い
る
か
ら

参
照

せ
よ
、

と
の
意

に
う
け

と
め
ら
れ
る

の
で
あ

る
。

よ

つ
て
原

文
に
帰

つ
て

初
め

て

「
声
聞
地
」

の
意
味
が
解
せ
ら
れ
る
わ
け

で
あ

る
。

徳

一
は
あ
ま
り
に

無
造
作

に

『
喩
伽
論
』
を
切
り

つ
ぎ
し
た
明
確

な

一
証

と
言
え
る
で
あ

ろ
う
。

次
に

『
止
観
論
』
が
前
述

の
如
き
切
り

つ
ぎ
に
よ
る
作

成
で
あ

つ
た
と
し

て

も

『
喩
伽
論
』
に
散
説
さ
れ

て
い
る

「
止
観
」
関
係
文

を
整
然
と
大
系
づ
け

て

い
る
と
す
れ
ば
、

徳

一
の
業
績
と
評
価

し
て
良

い
で
あ

ろ
う
。

し
か
る
に
両
論

対
照

に
よ
る
と
、
声

聞
地

の
部
分
と
菩
薩
地

の
所
説

と
が
全
く
む
や

み
に
抄

出

さ
れ
て
混

説
さ
れ
て
お
り
、

と
う

て
い
大
系
づ
け
た
と

は
考
え
得
な

い
程
、
稚

拙
な
構
成

と
な

つ
て
い
る
。
と
い
う

の
は
、

『喩

伽
論
』

で
は

「
声
聞
」
の
為
に

説
く
部
分

と

「菩
薩
」

の
為
に
説
く
部
分
と
が
峻
別
さ
れ

て
い
る
。

と

こ
ろ
が

『
止
観
論
』
を
『
喩
伽
論
』
に
も
ど
し

て
み
た
時
、
声

聞
地

の
文

の
す
ぐ
後
に
菩
薩

地

の
文
章
を
付
加
し

た
り
、
菩
薩
地

の
文

の
後
に
声

聞
地

の
文
が
記
さ
れ
た
り

し
て
お
り
、

そ
の
意
味
内
容
が
全
く
不
統

一
な
の
で
あ
る
。

よ

つ
て
徳

一
は
俊

別
さ
れ

て
い
る
は
ず

の
修
行
内
容
を
、

混
同
し
て
論

を
著

わ
し
た
と
考
え
ざ
る

を
得

な
い

の
で
あ
る
。

こ
の
こ
と
は
修
果
に
お
い
て
最

も
顕
著
に
現
わ
れ
る
。

ス
 

テ
 

ニ
 
ス
ヲ
 
ヲ

「
止
観

合
説
」

の
最
後

に

「
第
十
四
辮

二因
レ
定
発
ラ
通
」

の
章

が

あ

る
。
論

の
最
後

で
も
あ
り
、

全
集
本

で
五
頁

も
費

し
て
詳
論

し
て

い
る

の
で
、

徳

一
も

力
を
注

い
だ

一
段

と
思
わ
れ
る
。

こ
こ
に
は
止
観
を
修

す

る

こ

と

に

よ

つ
て

「
五
神

通
」
を
得

る
と
説

い
て
い
る

通
仏
教

で
は
こ
の
五
通
に
漏
尽
通
を
加

え
て
六
神
通
を
説
く

こ
と
は
周
知

の
こ
と
で
あ

る
。
し
か
る
に
徳

一
は
止
観
を

修
す
る
こ
と
に
よ

つ
て
五
通

し
か
得
る

こ
と
が
で
き
な

い
と
言
う

の
で
あ

る
。

そ
こ
で
こ
の
引
文
を

『
喩
伽
論
』
に
求
め
て
み
れ
ば
、
本
地
分
中
声
聞
地
所
説
部

分
で
あ

る
こ
と
が
判
明

し
た
。
そ
の
前
後
部
分
を
解
説
す
れ
ば
次

の
如

く
な
る
。

清
浄
な

心

一
境
性

を
得
た
修
行
者
は
二
道

の
岐
路

に
立
た
さ
れ
る
。

一
道

は

世
間
道

で
あ
り
、

他

の

一
道
は
出
世
間
道

で
あ

る
。
世
間
道

へ
往
く
行
者

は
、

外
道

・
劣
根
性

・
異
性

・
有
学
等

の
輩

で
あ
り
、
後

に
二
無
心
定
を
得

て

「
五

通
を
発
す
」

と
記
さ

れ
て
い
る
。

一
方
、

出
世
間
道

へ
往
趣
す
る
行
者

は
声
聞

の
究
寛
果

で
あ

る
阿
羅
漢
果
を
得

る
と
述

べ
ら
れ
て
い
る
。
声
聞
地

に
お
け

る

仏
道
修
行
者

は
当
然

の
こ
と
な
が
ら
阿
羅

漢
果
を
求
め
る

こ
と
を
目
標

と
す

べ

き
で
あ

る
。

し
か
る
に
徳

一
は

「
世
間
道
往
趣

の
行
者
」
が
得
る

「
五
通
」
の
部

分

を
抄
出
し

て

『
止
観
論
』

の
最
後
部
分
に
長

々
と
記
述
し
た

の
で
あ

る
。
徳

三
の
止
観

に
よ
れ
ば
、

修
行
過
程
は

「声

聞
」

と

「
菩
薩
」

の
混
合

で
あ
り
、

修
果

は

「
外
道
」
の
如
き
劣
根
性

の
者

が
得

る

「
五
神
通
」
に
よ
る
色
無
色
界

の

諸
天

の
境
地

で
あ
る

と
い
う

こ
と
に
な
る
。

こ
こ
に
至

つ
て
声

聞
や
菩
薩

の
所

説
混
同
ば
か
り

で
な
く
、

外
道
所
説
部
分
と
も
混
用
し

て
お
り
、

不
統

一
も
は

な
は
だ
し

い
暴
論

と
も
言
え
る
内
容
に
な

つ
て
い
る
。
よ

つ
て
最
澄
も
引
文
当

初

に
あ

た

つ
て
、
「
所
レ
示

止
観
不
レ
堪
二
帰
修
ご
と
記

し
た
意
も
首
肯

で
き
よ
う
。

 
以

上
に
よ
り
、

徳

一
の

『
止
観
論
』
は

『
喩
伽
論
』

の
つ
な
ぎ
あ

わ
せ
で
あ

り
、

し
か
も
そ

の
構
成
内
容
た

る
や
実
に
で
た
ら
め

で
あ
る
と

い
う
結
果
が
導

き
出

せ
る
。

と

こ
ろ

で
如
上

の

つ
ま
ら
な
い
文
章
し
か
書
く

こ
と

の
で
き
な
か

つ
た
徳

一
の
教
学
力

は
、
最
澄

と
同
等
に
並
び
称

せ
ら
れ

て
よ

い
も

の
で
あ

ろ

う
か
。

私
は
少
な
く

と
も

こ
の

『
止
観
論
』
を
検
討
す
る

こ
と
に

お
い
て
、
徳

一
の
教
学
に
疑
義
を
抱

か
ざ

る
を
得
な

い
の
で
あ

る
。

徳

一
教
学

へ
の
疑
義

(
浅

田
)
 

一
五
七
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